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～STEAM教育理論と指導法の探究に基づく海洋人材育成の新たなシステム構築～
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海洋基本計画と海洋人材の育成
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第4期海洋基本計画 １
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出典： 内閣府 第４期 海洋基本計画 （令和5年4月28日 閣議決定） の 概要 第1部 海洋政策のあり方 ー１



第4期海洋基本計画 ２
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出典： 内閣府 第４期 海洋基本計画 （令和5年4月28日 閣議決定） の 概要 第２部 海洋に関する施策に関し、政府が総合的かつ計画的に講ずべき措置



海洋基本計画における海洋人材育成・確保
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出典：第４期 海洋基本計画 （令和5年4月28日 閣議決定） の 概要



海洋人材の現状～水産・海洋系高校の課題を例に
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生徒数 比率

（人） （%）

合計 2,909,703 －

普通科 2,149,796 73.9

職業学科
（専門高校）

小計 497,739 17.1

農業 68,661 2.4

工業 203,449 7.0

商業 162,432 5.6

水産 7,113 0.2

家庭 34,113 1.2

看護 12,422 0.4

情報 2,802 0.1

福祉 6,747 0.2

その他専門学科 104,542 3.6

総合学科 156,887 5.4
※全日制・定時制のみの統計（除く通信制）

高等学校学科別生徒数
（R5年5月）



着実に推進すべき主要施策の基本的な方針
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（６）海洋人材の育成・確保と国民の理解の増進

イ 子どもや若者に対する海洋に関する教育の推進 

海洋立国の将来を担う多くの海洋人材を輩出することが期待されるという観点からも学校を中
心とした海洋教育を重視すべきである。小学校、中学校、高校の学習指導要領において、
海洋に関する教育についての指導の充実が図られたことも踏まえ、引き続き、学校における
海洋に関する教育を推進する。 また、子どもの関心が多様化する中で、関心のある子どもたち
の学びの機会の提供を促進する。このため、子どもたちが海に直接親しむ機会を創出する。ま
た、デジタル技術を活用しつつ地域の大学、研究機関、学会、博物館・水族館、NGO/NPO、
観光業等と連携して特色ある海洋教育を実施するためのコンテンツを整備していく。特に、海
洋分野としてSTEAM教育へ貢献すべく、産学官が連携して取り組む。
さらに、教える側の海洋に関する学習の機会を増やすことで、海洋リテラシー向上を図ってい
く。



学習指導要領における海洋教育の位置づけ
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⚫ 現行の学習指導要領では、「海洋教育」という言葉はほぼ出てこない。
⚫ 「総則解説編」の「現代的な諸課題に関する教科等横断的な教育内容」の一例として、
「海洋に関する教育」が掲載されている。

⚫ 学習指導要領では、単元の中で扱う内容として、
部分的に記載されている。

⚫ 理科や社会などの各教科に分散されているため、
「海洋教育」のまとまりとして捉えられにくい。

→海洋基本計画における記載内容とのギャップ

社会
・国土
・海流
・水産業・食料生産
・船による輸送
・貿易、観光資源
・SDGｓ、環境教育

理科
・海洋生物、生態系
・地震、津波
・大地の変化
・気象（台風、気候変動）
・水の循環
・海水（塩分濃度）
・エネルギー

特別活動
・学校行事、遠足
・防災教育

小学校、中学校、高校の学習指導要領において、
海洋に関する教育についての指導の充実が図られた（？）



次世代海洋人材育成の課題
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次世代海洋人材育成の課題
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◼学習指導要領における海洋教育の位置づけ

◼海洋教育の指導者不足

◼海洋教育にかかるコンテンツと指導法の不足



「総合的な学習の時間」に着目
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目標

探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、
よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力を次のとおり育成する
ことを目指す。

⑴ 探究的な学習の過程において、課題の解決に必要な知識及び技能を身に付け、
課題に関わる概念を形成し、探究的な学習のよさを理解するようにする。

⑵ 実社会や実生活の中から問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・
分析して、まとめ・表現することができるようにする。

⑶ 探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、積
極的に社会に参画しようとする態度を養う。

出典：文部科学省 小学校 学習指導要領（平成29年告示）
第5章 総合的な学習の時間



総合的な学習の時間
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横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して、
自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、
よりよく問題を解決する資質や能力を育成するとともに、
学び方やものの考え方を身に付け、問題の解決や探究活
動に主体的、創造的、協同的に取り組む態度を育て、
自己の生き方を考えることができるようにする。



STEAM教育とは
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A: Liberal Arts （芸術、文化、生活、経済、法律、政治、倫理等）

（文部科学省初等中等教育局教育課程課
「STEAM教育等の教科等横断的な学習の推進について」より）

各教科等での学習 
 実社会での問題発見・解決に生か

していくための 教科等横断的な学習 

STEM（理数教育）



学校教育におけるSTEAM教育等の教科等横断的な学習の推進
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出典： ⽂部科学省初等中等教育局教育課程課 「STEAM教育等の教科等横断的な学習の推進について」



「海」と「STEAM教育」

16

• 「海」は「理科」のみならず、様々な社会的課題を内在し、「社会」も関連

• 「海」はわたしたちの生活にとって身近な存在：「家庭科」や「技術科」にも関連

• 「海」をテーマにした「音楽」や「文学」も多数

「海」はSTEAM教育という教科横断的な学びに適したフィールド

文部科学省 科学技術週間
一家に1枚 学習資料より



海洋STEAM教育（SDGs目標の観点）
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海洋STEAM教育



JAMSTEC海洋STEAM教育事業の柱
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海洋STEAM教育とコア教材
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海洋STEAM教材の制作
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「総合的な学習の時間」や「探究学習」での活用を念頭

教員が学校カリキュラムで活用



テキスト （児童・生徒用）
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第１巻 海の生き物と環境の変化 第２巻 海洋プラスチックとわたしたちの生活 第３巻 海の地震と防災 海底下の地層

【小テーマ】
・豊かで美しい海          ・海の変化
・わたしたちの生活と海 ・海洋酸性化
・海の生き物の異変
・海の多様性を守る

【小テーマ】
・深海と深海の生き物  ・プラスチックごみの行方
・人間社会とプラスチック ・プラスチックの将来
・海洋プラスチックがもたらす影響
・プラスチックとわたしたちの生活

【小テーマ】
・地震の被害    ・防災のために
・地震・津波が起こる理由    ・防災の未来
・地層探査とコア
・「ちきゅう」の探査技術

小学校高学年に
ターゲットを想定
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中学生・高校生に
ターゲットを想定

第４巻 深海探査の探究 第５巻 北極の研究と船

テキスト （児童・生徒用）



ワークシート（児童・生徒用）
第1巻 海の生き物と環境の変化 第2巻 海洋プラスチックとわたしたちの生活 第3巻 海の地震と防災 海底下の地層

追究する問いに対する
自身の考えを必ず書く

23



学習指導要領対応マップ（教員用）

24

学習指導要領（単元）
との関連を明確化



指導書（教員用）
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目標

評価規準
授業の流れ

実践時のアドバイス

先生目線で
使いやすい教材に



朱書編（教員用）：海洋酸性化を例に
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板書計画

ワークシート
の解答例



学校や地域と連携した授業実践
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地方自治体への展開
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八戸市立吹上小学校でのモデル授業
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海洋STEAM教材開発への協力と実証授業が評価され、
八戸市立吹上小学校の横内裕史教諭が、

「令和５年度文部科学大臣優秀教職員表彰」を受賞。

・「海への関心が高まった！」
・「課題解決のために学ぼう！」

児童生徒たちの積極的な反応

• 実施校：八戸市立吹上小学校
• 対象学年：第６学年
• 対象教科：「総合的な学習の時間」
• 対象テーマ：「海の生き物と環境の変化について」

海の生き物10種の仲間分け

https://jamstecgojp-my.sharepoint.com/personal/ichiharam_jamstec_go_jp/Documents/デスクトップ/STEAM教育/ブランディング/事例紹介動画制作/【ショートデータ】/STEAM映像_2K10Mbps_完パケ.mp4


事前・事後アンケートの比較

30

27.7%

50.0%

40.4%

37.0%

29.8%

10.9%

2.1%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

事前

事後

海について、どれくらい興味がありますか？

とても興味がある 興味がある あまり興味がない まったく興味がない

海にとても興味がある
生徒が倍増



吹上小学校児童生徒のワークシート＿ 海の生き物と環境の変化
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海にいなくても
海の環境をよ
ごしてしまって
いた。

海がよごれたり
変化してしまう
と自分たちの生
活がこわれてし
まう。

グラフから今後
どのようになっ
てしまうのかが
分かりました。

海に関わる仕
事をしてみたい。

関わり合っ
ている

これからを
予想

自分たちの
生活とのつ
ながり

将来の
 仕事



八戸市でのモデル事業の分析
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⚫ 吹上小学校での実践授業のアンケート結果を分析した結果、

・児童生徒の海への関心を高める効果があることに加え、
・全ての子どもにとって「自分事」となること
・学習したことを駆使して、「正解のない問い」を考える学びとなること
・そして、生涯にわたって、「課題解決のために学ぼう」とする意欲につながること

といったポジティブな行動変容が見られた。

→ 教科等横断的な学びを通して、予測困難な時代を生きていくために必要な力を育てる

STEAM教育の理念



JTRACKにかかる海洋STEAM授業 八戸市
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「海洋STEAM教材」を学校の授業カリキュラムに取り入れた形で実施。
海洋 STEAM 教材を用いた実践授業と JTRACK研究航海の学校教育現場への社会実装
を同時に実現し、教室と「ちきゅう」船上とを中継でつなぐ全国初の海洋STEAM授業。

(1)日時：令和６年11月12日(火)  (45分x ２コマ分)
(2)場所：八戸市立吹上小学校
(3)参加者：５-６年生 156名 、保護者、地域市民
(4)内容：東北地方太平洋沖地震の断層掘削から12年。

海から地球の謎を探る ―みんなの知らない世界へー
(5)主催：JAMSTEC 海洋STEAM推進課
(6)協力：八戸市教育委員会

掘削孔への再接続が
いかに大変かを実感

file:///C:/Users/ichiharam/Videos/STEAM_吹上小ダイジェスト_BGMあり.mp4


海洋STEAM教育の展開現状（令和７年１２月現在）
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全国規模で広がり始めている

串本町



長期的な海洋人材育成方策
海洋STEAM事業推進コンソーシアムによる理論探究と教員養成
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海洋STEAM事業推進コンソーシアム
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⚫ 海洋STEAMの本質論を探究することを目的とした研究部会
⚫ 実践部会での実践を踏まえ、海外での取組も参考に理論構築
⚫ 研究報告書を作成し、学会等で報告
⚫ 教育実習カリキュラムに海洋STEAM教材を導入
（コアメンバー）
・弘前大学教育学部
・横浜国立大学教育学部
・琉球大学教育学部
・静岡大学教育学部

海洋STEAM研究部会 海洋STEAM実践部会

⚫ 海洋STEAMの教育機関等への効果的な普及を目的とした研究部会
⚫ 研究部会での理論研究を取り入れながら、教育実践を展開（授業映像の記録・蓄積）
⚫ 実践報告書を作成し、八戸市教委主催をはじめ各種発表会で報告
（コアメンバー）
・八戸市立吹上小学校
・函館市立あさひ小学校
・横浜市立金沢中学校
・横浜市立東野中学校
・早稲田大学本庄高等学院
・神奈川大学付属高等学校

共同事務局：
JAMSTEC 海洋STEAM推進課＋八戸市教育委員会

成果物として 「海洋STEAM教育ハンドブック」を令和7年度末に発刊予定

「STEAM教育の理論的研究」や「教育系大学における人材育成」の
二つの面から議論し、海洋STEAM事業の発展及び着実な推進を図る。

ハンドブック編集委員会

海洋STEAM事業推進コンソーシアム

委員長 八戸市教育委員会副参事

指導者の養成



弘前大学教育学部の教育実習で海洋STEAM教材を活用

海洋STEAMニュース

人,女性,荷物,立つが含まれている画像 AI生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。

人,男,衣類,持つが含まれている画像 AI生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。

file:///C:/Users/ichiharam/Videos/学習課題_マイクロプラスチックはどのようなものか.MOV
file:///C:/Users/ichiharam/Videos/プラスチック掬い.MOV


STEAM教育に必要な教師の資質・能力（指導法）
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◼「問い」をもたせる指導

◼考えを整理・集約する指導（ファシリテーション）

◼カリキュラム・マネジメント

◼学習評価



指導者用 授業デモ動画
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教員の指導力向上と負担軽減

海洋STEAM授業 デモンストレーション動画を提供
ワンポイントアドバイスでどのような教員でもチャレンジできる

file:///C:/Users/ichiharam/Videos/八戸市立吹上小学校　最終ご確認DATA.mp4


今後の展望とまとめ
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津
軽

海
峡

むつ市

八戸市弘前市

函館市

弘前大学教育学部附属
次世代ウェルビーイング研究センター

海洋STEAM教材制作
教員養成・教育実習
STEAM教育論探究

授業実践

むつ研究所

全国の地域海洋教育モデルに応用

地域海洋教育モデル 第１弾

授業実践
実体験

実体験
海洋教室 等

環津軽海峡モデル

八戸モデル

JAMSTEC
  海洋STEAM

青森市

授業実践

北海道大学水産学部
大学院水産科学研究科

出前特別授業
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海洋人材育成の一環で「海洋地球教育」を社会へ浸透
・海洋STEAM教育を基軸として学校教育から国民全体に海洋リテラシーを浸透。

・「地域海洋教育モデル」を計画的かつ継続的に開発し、地域への海洋リテラシーを浸透。

42

※モデルは例示です。学校現場から
教員から
地域から

海洋リテラシーを浸透させる

海洋STEAM教材制作
教育現場での実装

リアル体験

八戸モデル

青森モデル

教育系大学と協働した
海洋STEAM授業を担う

教員の育成

環津軽海峡モデル

地域海洋教育モデル
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海を覗けば、地球が見える。

海を探究し、地球を知る。

地球温暖化

海洋酸性化の進行

熱波

台風

豪雪

水産資源の変動

海氷減少

海底資源の開発
津波の被害

再生可能エネルギー

マイクロプラスチック

海底火山の噴火

海面上昇

生態系変化 海溝型地震

わたしたちが将来にわたって豊かに安心して暮らしていくために身につけておくべき知識と能力

新たな学術領域
「海洋地球教育」

の提唱
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• 「総合的な学習の時間」や「探究学習」に着目し、教科等横断的な学びを通
じて海洋地球教育を学校教育現場に浸透させる。

•子どもたちが海洋STEAM教材を通じて、「正解のない問い」へ果敢にチャレン
ジし、海の学びを通じて、将来を生き抜く力を身につける。

•海洋地球教育の担い手となる指導者の養成と指導法の探究により、
海洋人材育成の新たな手法を構築する。

• 「環津軽海峡モデル」をベースに、
自治体の特色を生かした、地域海洋教育モデルを計画的かつ継続的に開発。

まとめ（海洋STEAM教育事業の目指す姿）

未来を拓く「人」を育てる、「海洋地球教育」

file:///C:/Users/ichiharam/Videos/八戸市立吹上小学校　最終ご確認DATA.mp4
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ご清聴をありがとうございました。

今後ともご指導のほどよろしくお願いいたします。
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